全国　障がい者スポーツ大会に参加して思うこと

育成会清掃事業部　梶　仁

　去る10月22日から3日間、岩手県で開催された第16回全国障がい者スポーツ大会（東日本大震災復興の架け橋）希望郷岩手大会にフライングディスク競技（以下、ＦＤ）の監督として参加しました。
　個人・団体の選手38名、役員23名の総合計61名、ＦＤは監督1名、コーチ1名、選手5名（身体障がい3名、知的2名）での参加でした。どういう行程か、知らない人も多いと思いますので書いてみたいと思います。
　10月20日（木）から25日（火）までの5泊6日の長い行程です。
　一日目　移動。
福岡空港より仙台空港まで移動します。仙台空港からは陸上競技とほかの競技に分かれバスでＦＤの宿舎に向かいます。（会場が離れている為、宿舎も分散します）宿舎に着いて福岡市選手団付きの岩手の役員さんと顔合わせ、選手の荷物を一緒に解いて必要なものを確認、宿泊施設の使い方、浴室の利用方法などを確認、声かけをします。そして疲れを残さないよう早めに就寝します。
二日目　公開練習
選手は本番さながらに練習をします。監督は監督会議へ申し合わせ事項の確認をします。
三日目　アキュラシ―競技　選手5名（1名銀メダル確認）
緊張の中、精一杯頑張ってくれました。普段、緊張する場面が少ない人にとっては想像を絶する緊張でしょう。息づかいが聞こえてくる程、ドキドキ感が伝わってきます。監督、コーチ、選手も一投一投に拍手、良し！頑張れ！！と応援にも力が入ります。
　ＦＤの表彰式では、順位に関わらず全員万歳三唱で皆の健闘を讃え合います。満面の笑みの人、悔しくてたまらない人、人前に立つのが恥ずかしい人、いろいろな表情が見られます。
　年々、競技レベルが高くなっていることもあり、銀メダル一個と全員がメダルを手にすることはできませんでしたが、一投一投に集中し頑張ってくれたと思います。
　4日目　ディタンス競技一日目　選手4名（1名銅メダル獲得）
　福岡市選手団は福岡県、北九州市、佐賀県、宮崎県と同じ控えテントでした。朝一番、みんなで「九州はひとつ」の掛け声で頑張ろうと気合を入れました。
　5日目　ディスタンス競技二日目・閉会式
　午前中に競技が終了し、みんなほっと安堵の顔になりました。閉会式が行われる北上陸上競技場までバスで移動。他競技の選手団も合流し福岡市選手団全員が終結しました。閉会式後には、ＡＫＢのミニコンサートもありましたが、強風、小雨と寒さでゆっくり音楽を楽しむ余裕はありませんでした。式典終了後は、ＦＤの宿舎までバスで移動し、翌日帰るため、荷物の整理等声かけや一緒に手伝いをしました。
　6日目　帰路
　宿舎に別れを告げ仙台空港へ、選手団が合流し全員で空路福岡へ。福岡空港に解団式が行われ、ひさしぶりに家族と再会します。大きな荷物を抱えてみなさん家路に向かいます。
　各競技の監督、コーチ、選手の皆さんお疲れ様でした。以上が大会の大まかな流れです。
大会後の選手の家族から。
①引っ込み事案だった子が積極的になった。
②言われてなかなか動かなかったが返事をよくするようになった。
③自信を持って行動するようになった。等の声を聞き、一緒に同行してよかったなとうれしく思います。出発時には、目上の人に対して敬語が使えなかった子が、年齢の離れた人と一緒に行動する中できちんとした言葉遣いになる等、嬉しい場面がたくさんありました。沢山の人にこの経験をしてもらいたいと思います。
　全国大会に行くためには選考会に出ないといけません。その選考会が、毎年秋に開催される福岡市の障がい者スポーツ大会で、今年で２１回目になりました。
　私も、ＦＤ競技の運営に長く関わらせてもらっていますが、嬉しそうに参加する選手、久しぶりに会う顔の選手に声をかけてもらうと元気になります。育成会の人たちもたくさん参加してくれています。願わくば、一緒に活動してくれる仲間（職員）が一人でも二人でも増えてくれればと思います。育成会から選手も出てほしいですね。
　２月２６日（日）に粕屋郡宇美町の陸上競技場で九州ブロックのＦＤ大会が行われます。自分の実力を発揮できる絶好の大会です。一人でも多くの人に参加してほしいと思います。いつでも、どこでも、誰とでも楽しめるＦＤ、みなさんの参加をお待ちしています。

